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第
5
次
宇
検
村
総
合
振
興
計

画
を
策
定
し
、
今
年
度
が
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
10
年

後
の
宇
検
村
と
し
て
の
将
来
像

を
村
民
と
と
も
に
共
有
し
、
村

民
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
拝
聴

し
な
が
ら
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

施
策
を
構
築
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

 

村
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て

は
、
第
5
次
宇
検
村
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
和
を

基
本
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
と

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
安
ら

ぎ
と
潤
い
の
あ
る
宇
検
村
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
公
正
公
平
・

透
明
性
の
あ
る
村
政
運
営
を
行

い
、
村
民
の
融
和
を
図
り
つ
つ
、

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
個

性
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
村
民

と
と
も
に
築
い
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
を
進

め
、
事
務
事
業
、
組
織
機
構
、

定
員
管
理
等
を
見
直
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
財
政
健
全
化
は
も
と

よ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
や
社

会
経
済
の
変
動
に
対
応
で
き
る

自
治
体
と
し
て
、
行
財
政
改
革

の
継
続
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
や
補
助
制

度
の
改
正
な
ど
へ
の
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
各

種
研
修
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
継

続
中
の
生
勝
工
区
が
平
成
25
年

度
で
完
成
し
、
今
後
は
、
佐
念

か
ら
タ
エ
ン
浜
間
の
改
良
計
画

を
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
奄
美
大
島
共
同
選
果
場
が

平
成
25
年
2
月
か
ら
稼
働
し
、

今
後
奄
美
大
島
の
果
樹
の
品
質

が
統
一
さ
れ
販
路
拡
大
と
農
家

所
得
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

は
じ
め
に

行
財
政
改
革

整
備
事
業

農
業
振
興

豊かな自然と歴史・文化を活かし

安らぎと潤いのある村づくり

宇検村長

　毎年， 第 1 回目の村議会定例会で村長が表

明する施政方針は， その年度における政策の

方向性を示すものです。

　今回， その施政方針の内容につきまして掲

載いたします。 （※紙面の都合上一部抜粋）

元 田 信 有

宇検村

平成25年度

施 政 方 針

　

平
成
22
年
度
か
ら
着
工
し
て

い
る
平
田
～
タ
エ
ン
浜
間
は
平

成
27
年
度
完
成
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

村
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
下
田

橋
の
整
備
と
取
付
道
路
の
改
良

を
実
施
し
ま
す
。

　

港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
、
須

古
地
区
の
防
砂
堤
を
完
成
さ
せ
、

湯
湾
地
区
の
船
揚
場
の
整
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

阿
室
校
区
に
公
営
住
宅
1
棟
2

戸
を
建
設
し
ま
す
。
小
規
模
住

宅
は
補
助
で
2
戸
、
単
独
で
1

戸
を
整
備
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
農
地
環
境
整
備

事
業
で
石
良
・
阿
室
地
区
で
農

業
用
水
の
整
備
、
平
田
地
区
で

猪
防
護
柵
と
農
業
用
水
の
取
水

施
設
の
更
新
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
践
事
業
で
湯
湾
地
区
の
猪
防

護
柵
を
整
備
し
ま
す
。

　

地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
で
は
、

湯
湾
地
区
一
帯
の
農
業
用
水
の

水
源
確
保
の
た
め
導
水
管
の
補

修
を
行
い
ま
す
。

　
「
う
け
ん
市
場
」
は
、
平
成

23
年
10
月
か
ら
の
開
設
か
ら
2

年
目
を
迎
え
、
当
初
7
名
の
登

録
生
産
者
も
現
在
は
1
3
6
名

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
観
光
情
報
の
提
供
と
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
地
域
産
品
の
掘
り

起
こ
し
」
に
一
定
の
成
果
が
現

れ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
は
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
一
環
と
し
て
、
地
場
産
野

菜
の
講
習
会
や
現
地
指
導
を
強

化
し
な
が
ら
品
質
・
生
産
量
の

安
定
化
を
目
指
し
、
こ
の
生
産

活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
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循
環
型
林
業
の
形
態
を
目
指

し
、
そ
の
一
環
と
し
て
チ
ッ
プ

工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
バ
ー
ク

の
有
効
利
用
を
図
り
、
農
家
へ

の
安
定
し
た
堆
肥
の
提
供
を
目

指
し
ま
す
。

　

松
喰
い
虫
被
害
に
つ
い
て
は

村
内
を
は
じ
め
南
部
大
島
全
域

で
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
県
に
お
い
て
は
防
除
事
業

を
終
了
し
ま
し
た
が
、
枯
損
木

対
策
事
業
や
樹
種
転
換
事
業
・

樹
幹
注
入
事
業
は
継
続
し
て
今

後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湯
湾
赤
土
線
の
舗
装
が
平
成
24

年
度
事
業
の
繰
越
事
業
で
進
め

ら
れ
完
成
し
ま
す
。
佐
念
線
が
、

平
成
24
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で

計
画
さ
れ
て
、
今
年
度
か
ら
工

事
に
入
り
ま
す
。
村
営
事
業
で

は
、
阿
室
線
の
舗
装
が
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
計
画

で
実
施
し
ま
す
。

　

焼
内
湾
に
お
い
て
は
、
マ
グ

ロ
・
ク
ル
マ
エ
ビ
・
真
珠
養
殖

等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

特
に
、
マ
グ
ロ
養
殖
は
海
洋
資

源
の
影
響
か
ら
市
場
で
も
今
後

ま
す
ま
す
消
費
需
要
が
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。
本
村
の
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
は
多
大
で
あ
る
の

で
、
企
業
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
な
が
ら
、
生
産
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

と
生
き
が
い
対
策
等
の
施
策
を

重
点
に
、
第
5
次
宇
検
村
長
期

振
興
計
画
に
あ
り
ま
す
「
健
や

か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
支
え
あ

い
の
村
づ
く
り
」
を
目
標
と
し

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
創
意
工
夫
・
努

力
を
行
い
な
が
ら
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
の
開
発
に
つ
い
て
本
年

度
は
、
田
検
四
級
地
区
を
再
整

備
し
ま
す
。
一
方
、
う
け
ん
市

場
や
「
開
運
の
郷
」
を
利
用
し
、

焼
酎
工
場
や
黒
糖
工
場
の
見
学
・

野
球
場
周
辺
に
整
備
し
た
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
な
ど
、

観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

商
工
業
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
内
商
工
業
の
活
性
化
の

平成25年度 施政方針

水
産
振
興

観
光

・
商
工
業

林
業
振
興

保
健
福
祉

た
め
に
実
施
し
て
い
る
「
や
け

う
ち
ど
ん
と
券
」
も
好
評
で
あ

り
ま
す
が
、
利
用
形
態
等
内
容

を
住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
て

一
部
見
直
し
て
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
や
け
う
ち
ど
ん
と
祭
り
」
は

今
回
、
35
回
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
商
工
会
、
連

合
青
年
団
、
各
種
団
体
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
記
念
大
会
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
は
、
行
政

の
最
も
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
の
台
風
被
害
や
集
中
豪
雨

の
教
訓
を
生
か
し
、
複
雑
多
様

化
す
る
災
害
時
の
対
応
に
消
防

団
の
組
織
力
を
最
大
限
に
生
か

し
、
防
火
・
防
災
及
び
救
急
活

動
の
迅
速
な
展
開
に
向
け
た
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

消
防

・
防
災

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
日
々

の
生
活
の
場
で
あ
る
本
村
の
自

然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
な
ど

を
十
分
に
教
育
施
策
の
中
に
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
や
誇
り
、
そ
し

て
自
立
や
豊
か
さ
の
基
盤
に
な

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
教
育
面
に
お
い
て
は
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
生
き
る
力

教
育
行
政

を
備
え
た
元
気
な
宇
検
の
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
標
と
し
、
個
々

の
児
童
生
徒
に
密
着
し
た
道
徳

教
育
や
生
徒
指
導
、
人
権
教
育
、

読
書
活
動
等
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
村
教
育
相
談
員
の
活
用

や
豊
か
な
体
験
活
動
を
取
り
入

れ
た
教
育
活
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
確
か
な
学
力
の
定
着

と
個
性
の
伸
長
を
図
る
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
今
後
と
も
個

に
応
じ
た
指
導
や
複
式
・
少
数

指
導
、
小
中
連
携
な
ど
指
導
方

法
の
改
善
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
教
育
面
に
お
い

て
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
結

い
の
心
で
生
き
生
き
と
学
ぶ
活

力
あ
る
宇
検
村
民
の
育
成
」
を

目
標
と
し
、
2
年
ご
と
に
開
催

し
て
い
る
生
涯
学
習
大
会
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
講

座
や
自
主
事
業
の
展
開
な
ど
生

涯
学
習
機
会
の
拡
充
や
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
各
種
施
設

の
活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。



4

宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係   ☎ 0997-67-2211

　4 月 22 日，久志小中学校で全児童生徒が参加し
て，交通安全教室が開催されました。
　当日は，瀬戸内警察署宇検駐在所の大野部長と本
多部長が，自転車の安全な乗り方について講話を行

ったほか，大野 ゆかりさん（湯湾）の操る腹話術人形の “ぜんちゃん” が，子供たちと一緒
に「シートベルトをしっかりする。」「道路では遊ばない。」「道路へ飛
び出さない。」などの交通ルールについて，勉強する様子が見られま
した。実際に自転車の運転も行い，危険箇所でのブレーキの仕方や落
ち着いて運転する方法を，シミュレーションを通して学んでいました。
　児童生徒を代表して市川 藤乃さん ( 久志中 3 年 ) は「この教室で教
えて頂いていることは，自分自身を守るためにも大切だと感じていま
す。日常生活で活かして行きたいです。」とお礼の言葉を述べました。

久志小中学校で交通安全教室
～ 自転車の安全な乗り方を学ぶ ～

腹話術人形ぜんちゃんと
交通ルールを学ぶ児童生徒

指導を受けながら自転車の運転をする児童

　3 月 25 日に村活性化センター「結の館」で，農業委
員会及び生活改善研究グループの方々が集まり，初めて
のソバ打ち体験が行われました。
　本村では耕作放棄地の有効利用などを目的に，2 年前
からソバ栽培を始めており，今回は昨年の 12 月に村内
で収穫し，保存していたソバ粉を使用して実施しました。
　霧島市より招かれた八幡 洋一さんを講師に，「失敗を
しにくいソバ作り」として，基本をしっかりと押さえれ
ば，誰でも美味しいソバを作ることが出来るという技術
を丁寧に指導して頂きました。
　参加者全員がソバ打ちは初めての体験で，ソバ粉を混
ぜたり練ったりする作業から，ソバを茹でる作業まで真
剣に取り組んでいました。本村では今後も研究を重ね，
地場産の食材を活用したソバ食品の開発を目指します。

講師の八幡さんにそばの茹で方を
習う参加者 （3月２５日）

初めてのソバ打ち体験



　特別養護老人ホーム虹の園に入所する中村 
シゲさん（田検出身）が，4 月 26 日に 100 歳
の誕生日を迎えられ，松井 富彦 副村長より感
謝状と記念品が贈呈されました。
　当日は，長男と次男の息子さんご夫婦のほか，

孫，ひ孫，やしゃ孫まで総勢 14 名のご家族が集まり，シゲさんの長寿を祝福しました。
　松井副村長が感謝状と記念品を手渡すと，シゲさんは目に涙を浮かべ
ながら両手を合わせ，何度もお礼を言う姿を見せてくれました。
　お二人の息子さんは，「とても厳しい母でしたが，唄や踊りが大好きで，
ユーモアのある人でした。皆さんのおかげで 100 歳を迎えることが出
来ました。」と話してくれました。チヂン太鼓に合わせ自慢の唄声まで
披露してくれたシゲさん。いつまでもお元気で，長生きされて下さい。

5

お祝いに駆けつけてくれた家族と一緒に記念撮影　

中村シゲさん100歳を祝う
～ 感謝状と記念品を贈呈 ～

　昨年の 8 月に発生した台風 15 号の影響により，
屋根が大きく剥がれるなどの被害を受けた宇検村総
合体育館の大規模な改築工事が完了し，6 月 2 日に
改築竣工の記念行事が行われました。

　同体育館の改築総工費は 2 億 2,800 万円で , 屋根は以前の風速 46 ｍから風速 65m まで
耐えられる設計となりました。また，全ての照明に LED ライトを使用し，壁の色も薄茶色
へ変更したため，以前に比べて屋内が明るくなりました。
　記念行事は，午前に行政及び工事施工関係者が出席して安
全祈願祭が行われたほか，石原 久子さんと前山 真吾さんに
よる島唄や開運太鼓による演奏などがあり，午後からはソフ
トバレーボール大会が開催され，参加した約 200 名の村民
は 10 ヶ月ぶりに訪れた体育館でイベントを楽しみました。

総合体育館の改築竣工記念行事
～ 音楽とスポーツのイベントで完成を祝う ～

多くの村民が訪れ体育館の運用再開を祝った

ソフトバレーに汗を流す参加者

行
政
相
談
功
労
を
受
賞

　

こ
の
ほ
ど
、
阿
室
集
落
在

住
の
保
枝 

久
信 

氏
が
、
公
益

社
団
法
人 

全
国
行
政
相
談
委

員
連
合
協
議
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
枝
氏
は
平
成
七
年
一
月

に
本
村
の
行
政
相
談
委
員
へ

委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
約
十
八

年
に
わ
た
り
、
村
民
の
良
き

相
談
相
手
と
な
っ
て
、
広
く

行
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望

を
お
聞
き
し
、
村
民
の
福
祉

の
向
上
と
行
政
運
営
の
改
善

に
努
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
相
談
委

員
と
し
て
の
積
極
的
な
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

保
枝 

久
信 

氏(

阿
室)

保枝 久信 行政相談委員

みんなの祝福に両手を
上げて喜ぶ中村シゲさん
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宮
城
県
七

し

ち

か

し

ゅ

く

ま

ち

ヶ
宿
町
と
の
交
流
が
始
ま
る

宇
検
村
と
同
規
模
の
自
治
体
、
七
ヶ
宿
町
。

将
来
へ
向
け
て
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

交
流
を
深
め
、
両
町
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
！

七ヶ宿の道の駅で
奄美大島の特産品
と観光をＰＲ

七ヶ宿町各課長と意見交換会
奄美の特産品の試飲試食会

松
井 

富
彦
副
村
長
と
4
名
の
職

員
が
七
ヶ
宿
町
を
視
察
。
町
職

員
と
の
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、

道
の
駅
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置

し
て
、
宇
検
村
の
自
然
と
動
植

物
の
写
真
を
展
示
す
る
と
共
に
、

奄
美
か
ら
持
ち
込
ん
だ
「
タ
ン

カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
の
試
飲
や
「
黒

糖
か
り
ん
と
う
」
な
ど
の
試
食
、

小
瓶
に
入
れ
ら
れ
た
黒
糖
焼
酎

「
れ
ん
と
」
を
来
場
さ
れ
た
町
民

へ
配
布
し
、
奄
美
の
魅
力
を
伝

え
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
小
中
学
生
の
訪
問
交

流
や
奄
美
と
七
ヶ
宿
町
の
特
産

品
を
販
売
し
合
う
物
的
交
流
、

共
通
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢

化
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
お

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
取
り
組
む
考
え
で
、
具
体
的

な
交
流
事
業
に
向
け
た
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　七ヶ宿町は宮城県の最南西部
に位置し，福島と山形の両県に
接しており，奥羽山脈の東南斜
面の一体を占め，自然環境に恵
まれた町です。人口は約1,600
人（平成25年5月末現在）。
　東北福祉大学とは平成24年
11月に連携協定を結んでおり，
地域資源を活用した人材育成な
どに取り組んでいます。

宮城県・七ヶ宿町とは

　 2 月に宇検村を
訪れた七ヶ宿町の
梅津町長。 役場職
員を前に両町村の
活性化へ向けた協
力体制の大切さを
話してくれました。

▲

　

陸
上
部
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

が
毎
年
合
宿
を
行
う
な
ど
、
本

村
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
東

北
福
祉
大
学
と
の
縁
が
き
っ
か

け
で
、
宮
城
県
刈
田
郡
七
ヶ
宿

町
と
の
交
流
が
今
年
に
入
り
本

格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
2
月
に
七
ヶ
宿
町
の
梅

津 

輝
雄
町
長
や
東
北
福
祉
大
学

の
関
係
者
が
本
村
を
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
村
が
抱
え
る
課
題

や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
に
は
役
場
か
ら

七ヶ宿町と東北福祉大の関係者を囲み記念撮影(2月21日)

梅
う め つ

津 輝
て る お

雄 町長

　 七 ヶ 宿 町 の 生 ゆ る
キャラ 「ゆり太郎」。 3
名が登録しており， 旅
姿で観光ガイドを行う。

▲

宮城県刈田郡
七ヶ宿町
人口 1,656 人
（2013.5.30 現在）

七ヶ宿町役場の全景
貯水量が東京ドーム約90
杯分にもなる七ヶ宿ダム

特設ブースで奄美の特産品を味わう来場者(4月20日)

今後の交流について七ヶ宿町各課長との意見交換会(4月19日)
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み
ん
な

広

の

場

巳年を記念して故郷で6年ぶりに集まった昭和16年生の
全国同窓会。 （平成25年5月14日／たつみ荘にて）　　

　
「
巳
年
の
今
年
」
を
記
念
し
、

去
る
5
月
14
、
15
の
両
日
に
田

検
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
昭
和

16
年
巳
年
全
国
同
窓
会
を
私
達

の
故
郷
の
島
で
6
年
ぶ
り
に
行

い
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
な

ん
と
今
回
で
6
回
目
を
数
え
る

同
窓
会
で
し
た
。
若
か
っ
た
頃

は
、
37
、
8
名
の
参
加
者
が
い

ま
し
た
が
、
年
と
と
も
に
参
加

者
も
減
っ
て
、
今
回
は
21
名
で

し
た
。

　

今
後
は
、
身
体
に
気
を
つ
け

て
健
康
で
長
生
き
し
、
再
会
出

来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
出
来
る
完
熟
し
た
ニ
セ
ー

（
青
年
）、
メ
ー
ラ
ベ
（
乙
女
）

で
い
た
い
で
す
。

　

最
後
に
万
歳
三
唱
で
楽
し
い

同
窓
会
は
、幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

情
報
提
供
者
＝

昭
和
16
年
巳
年
同
窓
生
一
同

田
検
小
中
卒
の
昭
和
16
年
生 

巳
年
全
国
同
窓
会

元田村長 ( 前列中央 ) と記念撮影をする観光
ガイドブックの制作に関わったメンバー (5 月 2 日 )

新しい宇検村観光ガイドブック “ I
アイ

 ♥
ラ ブ

 宇検村 ” を作成
　

宇
検
村
役
場
の
若
手
職

員
と
民
間
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
団
体
「
S
h
a
l
l 

W
e 

D
e
s
i
g
n

（
S
W
D
）」
が
共
同
で
制

作
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
I
♥
宇
検
村
」
が

5
月
2
日
に
完
成
し
、
6

年
ぶ
り
に
本
村
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
10
月
ご
ろ
か
ら

制
作
の
計
画
が
始
ま
り
、

今
年
2
月
か
ら
は
メ
ン
バ

ー
全
員
で
村
内
の
各
集
落

を
回
り
、
取
材
と
撮
影
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

取
材
の
ほ
か
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
4
回
開
き
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

村
で
は
今
後
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
村

内
の
う
け
ん
市
場
や
奄
美

空
港
、
奄
美
市
の
観
光
案

内
所
な
ど
村
内
外
の
施
設

へ
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。



8

　　　

平
成
19
年
7
月
に
宇
検
村
公
民
館

講
座
の
短
歌
教
室
と
し
て
発
足
し
た

「
や
け
う
ち
短
歌
会
」
が
今
年
で
6

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
は
、
講
師
の
大
島
安
徳

先
生
（
宇
検
）
を
含
め
14
名
で
活
動

を
始
め
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
小
中

学
生
の
部
85
名
を
合
わ
せ
て
総
勢

1
5
1
名
と
な
り
、
奄
美
で
最
大

の
短
歌
会
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
地
域
文
化
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
大

島
地
区
文
化
協
会
よ
り
短
歌
会
と
し

                         

て
は
初
め
て          

                      

「
広
域
文
化
功

                         

労
賞
」
が
授
与

                         

さ
れ
、
発
足
し

                        

て
わ
ず
か
5
年

                        

で
の
受
賞
と
い

う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

5
年
の
短
い
期
間
で
大
き
な
発
展

を
み
せ
た
「
や
け
う
ち
短
歌
会
」。

こ
れ
ま
で
の
短
歌
会
の
歩
み
と
、
そ

の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

発
足
し
て
わ
ず
か
5
年
で

奄
美
最
大
の
短
歌
会
へ
成
長

短
歌
、

五
・
七
・
五
・
七
・
七
に

想
い
を
込
め
て
。

短
歌
を
詠
む
た
め
に

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
風
景
を

静
か
に
じ
っ
と
見
つ
め
る
。

自
分
の
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

清
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
を

感
じ
ら
れ
る
短
歌
っ
て
素
晴
ら
し
い
。

私たち

やけうち短歌会

← やけうち短歌会発足への

思いを詠んだ大島先生の一首

レクレーションのようす

平成 24 年度大島地区文化協会「広域文化功労賞」の授賞を記念して撮影した集合写真。

休日にも大島先生宅を訪れ作品を見てもらうなど熱心な会員の方が多いそうです。

思
い
あ
ふ
る  

や
け
う
ち
歌
会
の  

今
ぞ
発
つ

枝い

だ

と

手
久
島
の
大
空  

澄
み
わ
た
り
た
り



9

　　

短
歌
会
の
発
足
4
ヶ
月
後
に
は
、

奄
美
の
地
元
新
聞
2
社
へ
作
品
の
投

稿
を
始
め
、
現
在
も
小
中
学
生
と
一

般
会
員
の
作
品
が
毎
月
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
保
護
者
や
村
内
外
の
多
く
の

島
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

4
年
前
の
平
成
21
年
3
月
に
は
、

奄
美
パ
ー
ク
の
田
中
一
村
記
念
美
術

館
に
お
い
て
「
宇
検
や
け
う
ち
む
ら

暮
ら
し
の
意
匠
展
」
と
銘
打
っ
て
、

約
3
0
0
首
の
短
歌
展
を
開
催
。

わ
ず
か
18
日
間

の
展
示
期
間
中

に
も
関
わ
ら
ず

2
2
5
6
人

も
の
来
場
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11

月
に
は
3
周
年
を
記
念
し
て
合
同
歌

集
「
や
け
う
ち
」
を
発
刊
。
さ
ら
に
、

今
年
2
月
に
は
奄
美
パ
ー
ク
で
2
回

目
と
な
る
短
歌
展
「
は
ら
か
ら
の
愛

と
絆
」
を
龍
郷
町
の
龍
郷
短
歌
会
と

合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

平成19年7月 公民館講座・短歌教室発会
「やけうち短歌会」と命名

平成19年11月 地元新聞2社へ投稿を始める

平成19年12月 久志中学生5名が入会

平成20年5月 久志小学生18名が入会

平成21年3月

奄美パーク田中一村記念美術館
にて短歌展「宇検やけうちむら
暮らしの意匠展」を開催
3/15 ～ 4/5

平成22年11月 3周年記念
合同歌集「やけうち」発刊

平成23年2月 田検小学生67名が入会

平成24年5月 久志小中10名、田検小75名

平成24年12月 平成24年度大島地区文化協会
「広域文化功労賞」授賞

平成25年2月

奄美パーク田中一村記念美術館
にて短歌展「はらからの愛と絆」
を龍郷短歌会と合同で開催
2/3 ～ 2/17

　

他
に
も
、
依
頼
の
あ
っ
た
小
中
学

校
で
の
出
前
講
座
や
「
エ
フ
エ
ム
う

け
ん
」
で
会
員
の
作
品
を
紹
介
す
る

番
組
を
毎
月
放
送
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
け
う
ち
短
歌
会
」
に
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
短
歌
会
の
唄
が
あ

り
、
毎
月
2
回
開
い
て
い
る
歌
詠
み

の
会
で
は
参
加
者
全
員
で
合
唱
す
る

そ
う
で
す
。
会
員
の
絆
は
強
く
、
定

期
的
に
行
う
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

食
事
を
し
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
や
余
興

を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
と
か
。

　

講
師
の
大
島
先
生
は
「
短
歌
に
は

心
（
精
神
）
を
清
ら
か
に
す
る
奥
深

い
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
奥
深
さ
を

会
員
の
方
と
楽
し
み
な
が
ら
味
わ
え

る
の
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

宇
検
村
や
村
教
育
委
員
会
、
学
校
な

ど
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
後
援
の

お
か
げ
で
す
。」
と
5
年
間
を
振
り

返
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
11
月
に
は
6
周
年
記
念
の

合
同
歌
集
を
発
刊
予
定
。
同
短
歌
会

の
さ
ら
な
る
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

歌
集
の
発
刊
や
展
示
会
ま
で

短
歌
を
通
し
た
幅
広
い
活
動

奥
深
い
短
歌
と
楽
し
い
仲
間

今年 2 月の奄美パーク展示会で宮崎緑館長と記念撮

影をする大島安徳先生 ( 中央 ) と佐々木一宇事務局長

毎月 2 回実施している歌詠み会のようす


